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すべて世界につながっている
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公益社団法人 日本消費生活アドバイザー・
コンサルタント協会（ＮＡＣＳ）とは

NIPPON ASSOCIATION of CONSUMER SPECIALISTS
!  1988年6月発足
!  全国7支部　約3,700名(2011年3月)
!  http://www.nacs.or.jp/
!  NACS 環境委員会

! 1999年4月から正式に活動
! 持続可能なくらしをめざし、ライフスタイルの見直
しや環境に配慮したくらしのための提案を広く行う

! テーマは持続可能なくらしにつながる商品選択のた
めに「商品の一生を知ろう」
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持続可能なくらし
! ずっと続くことができる
! もちこたえられる
! 無理がない

いのちをつなぐことができる
やすらかなくらし

安心できる
くらし

! 気候変動の問題
! 資源・エネルギーの問題
! 生物多様性の問題
! 世界の人々のこと

そのためには

に気付かなければならない

それは
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これらのものやサービス(商品)はすべて
地球からのめぐみと

国内外の多くの人々の労働で生み出されている

現在のくらしは
ものやサービスを購入し
使うことで成り立っている
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見えにくい商品の一生

原料の
調達

使用・消費 流通・販売

製造廃棄・
リサイクル

資源を採取すると
きに取り返しのつ
かない環境へのダ
メージを与えてい
ないか？

製造時、使用や廃棄
時も含め環境負荷を
最小限にとどめる努
力はなされている

か？

働く人々の安全
や健康や正当な
対価は守られて
いるか？

購入する時に
わかるかな

使用時や廃棄
時の負荷削減
方法は？

過去は地域の中での
生産＆消費

今は工業化や
グローバル化の進展
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見渡す限りアブラヤシ：クアラルン
プール空港(マレーシア）周辺の飛
行機からの写真 露天掘りの鉱山

の写真（谷口正
次氏提供）

見えにくい資源調達のステージ
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商品の一生に関わる新しい言葉
! フードマイレージ、ウッドマイレージ、バー
チャルウオーター、エコツーリズム、エコロジ
カルリュックサック、カーボンオフセット、
カーボンフットプリント、 MSC(Marine
Stewardship Council: 海洋管理協議会)、
FSC(Forest Stewardship Council: 森林管理協
議会)、フェアトレードなど
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コーヒーに見る認証ラベル
バードフレン
ドリー

レインフォレスト
アライアンス

グッド
インサイド

フェアトレード
有機JAS
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広告による
伝達：資源の
大切さやリサイ
クルの難しさを
伝える情報が少
ない中、通信事
業者発信の広告
をみかけまし
た。しかし、販
売店ではこのよ
うな情報は見か
けません。
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使い捨てない資源
●使い捨てカイロ：消費者は、一般ごみ或は燃えないご
みに入れて廃棄しているがその数たるや想像を絶する⇔
使い捨てない充電式や昔の白金カイロが話題
●使い捨てカメラ：完全なリサイクルができる商品と
なって、汚名返上。新しい名前：レンズ付きフィルム
●乾電池：使い捨ての典型であった乾電池が変身。繰り
返し使用が出来る充電式：エネループなど
●携帯電話が今は使い捨てか

恥ずかしいが「使い捨て」という言葉が許された時が
あった。今は「もったいない」という言葉が生き返り、
その心には大事にする、という優しさ、豊かさがある
⇒サスティナブル
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やすもの買いのぜに失い
＜ぜには地球規模の財産＞

!  安いと商品寿命が短くなる(特に心理的に)
         ⇒廃棄物が増える
!  数をたくさん作る(薄利多売となりがち)
　　　⇒資源・エネルギーの無駄
!  グローバリゼーションによるデフレ
　　　⇒低賃金の開発途上国が製造拠点
　（南北差がいつまでも解消しない）

　　　⇒資源の調達、生産も途上国
　（地球破壊が起こりやすい）

!  不公正になりがち（情報隠匿起りがち）
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賢明な商品の選択・購入をすること
つまり、安心できる社会とくらしを

デザインすることである
商品に関わるみんなが幸せになる
そういう企業、商品を選ぶこと

消費者ができることするべきこと

持続可能なくらし
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消費者は、
知らなければ想像することもできない

企業には、
持続可能な方法で事業を行い
その取り組みを消費者に伝え
気付かせる役割がある
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グリーンコンシューマーが望む
環境情報 ９原則
１．持続可能な社会を目指した企業活動が
　　見えること
２．重要な情報を伝えていること
３．社会的関心を反映していること

こんな内容
を知りたい

４．わかりやすいこと
５．比較できること
６．具体的な表現であること

こんな表現
を望む

７．確認できること
８．消費者との対話の体制があること
９．消費者の意見が反映されていること

こんな姿勢
を期待する
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消費者
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